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研究成果の概要： 
本研究では、北米先住民諸語の自然談話のデータをフィールドワークを通じて体系的に収集し、
そのデータを広い範囲の活用が可能なコーパス資料・語彙資料として整備した。これは、一方
で、世界でも珍しい特徴が観察されながらも研究が未開発である北米先住民諸語・文化に関す
る研究を進める上で重要なデータ基盤となり、また他方で、消滅の危機に瀕する先住民言語の
現地話者コミュニティーでの言語再活性化活動にも重要な貢献となる。 
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１．研究開始当初の背景 
近年の言語研究においては、国際的潮流とし
て、実際の言語使用に重心を置いた言語現
象・言語構造の研究が広まりを見せている。
それに伴い、自然談話資料から構成され言語
使用の実態をよりよく捉えたデータベース
の必要性が強く指摘されている。本研究はこ
の潮流と指向を一にし、文法研究、類型論研
究の新しい展開の基盤を築くことを目指し
て計画された。 
 本研究は、調査研究の対象とする言語のい
ずれもが、消滅の危機に瀕しており、その記

録が急がれるべきであるにもかかわらず、世
界的に見ても研究者が少なく、先行研究も非
常に限られている点に特徴がある。本研究の
対象とする諸言語は非常に複雑な形態法な
ど類型論上興味深い特徴を持つ。そのような
言語に関して実際の使用実態に近いデータ
を体系的に収集し蓄積することは、多様な言
語事実に基づく言語研究を将来にわたって
保障し、人間言語の真の特質の理解を深める
ために不可欠である。 
 また、本研究が生むテキストコーパスに対
しては、言語復興運動を行っている現地コミ
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ュニティーからの期待も大きい。急激な社会
変容の中で伝統言語の自然な使用の様子を
記録することは文字通り年々難しくなって
おり、本研究が目指す自然談話資料を収集す
ることは重要、かつ急務である。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の中核的な目的は、研究が立ち後れて
いる北米先住民諸語（スライアモン語、ヌー
トカ語、ニティナト語、エスキモー語）の自
然な言語使用を網羅的に捉えたテキスト資
料を収集し、それらの言語の文法研究や人類
学・民族学・歴史学的研究に供する研究資源
として、また言語再活性化活動の資料基盤と
してとりまとめることにある。 
 
 
３．研究の方法 
本研究での談話資料収集は現地コミュニテ

ィーでのフィールド調査を通して行われた。

資料収集にあたっては、特に収録ジャンルの

面で幅広く体系的に行い、資料の総体が言語

の自然な使用のあり方をできる限り忠実に

反映したものとなるように努めた。音声記録

は CD 音質でデジタル録音した。音声から書

き起こしたテキストデータには、文法分析を

加えデータベース化した。データベースは幅

広いアウトプットに加工することが容易に

できるようにそのフォーマットを工夫した。

併せて、テキストにおける用法をもとに語彙

データベースを構築した。 

 
 
４．研究成果 
本研究で収集された談話資料収集、伝統的な
物語（昔話、民話、神話）、伝統的な習慣や
技術に関する説明、歴史的な出来事の解説な
ど、広い範囲のジャンルと内容にわたってお
り、自然談話資料から構成され言語使用の実
態をよりよく捉えたデータベースを構築す
ることができた。収集されたテキストの音声
データは音質の劣化のないデジタルフォー
マットで保存し、長期にわたって安全に保存
できるよう配慮した。書き起こしたテキスト
データには形態素分析を加え、形態素による
検索などが可能になるようにした。本研究の
対象とした諸言語（スライアモン語、ヌート
カ語、ニティナト語、エスキモー語）は語形
成が非常に複雑な言語であるため、形態素分
析情報を加えることによってもたらされる
付加価値は非常に大きい。また、テキストに
おける用法をもとに語彙データベースを構
築し、相互にリンクさせた。本研究を進める
上で蓄積されたデータ収集、処理、分析に関
する研究手法・技術上のノウハウは記述研究

に取り組む研究者を対象としたワークショ
ップなどの形で研究者コミュニティーとの
共有を図った。 
 本研究で対象とした言語は消滅の危機に
瀕した言語であり、また蓄積されたテキスト
コーパスは急速に失われつつある伝統文化
の知識を含んだものである。したがって、本
研究での成果は、言語研究の貴重な資料であ
るばかりでなく、人類学・民族学・歴史学的
研究などの広い範囲の研究にとっても価値
があり、さらに、現地話者コミュニティーで
の教材開発など、言語再活性化活動などにも
実質的で重要な貢献といえるであろう。 
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